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この取 扱 説 明書 で は製 品 を正 し くお使 い い た だ き、 あ なた や他 の人 々へ の 危 害 や 財 産 へ の 損 害 を未 然 に防 止 す るた め に、

「警 告 」 「注 意 」 を以 下 の定 義 で用 い ます 。

△ 警 告 … この表示 を無視 して誤 った取扱・・をすると、人が死亡または重傷 を負 う可倉旨性があります．
・ス トー ブ な どの火 気 ・危 険 物 の近 くで使 わ な い で くだ さい

。 火 災 ・や け どの原 因 に な ります。
・座 板 ・足 置 き板 ・テ ー ブル の上 で立 ち上 が った り

、 前後 左 右 に 身 をの りだ した りさせ ない で くだ さい。

落 下 や転 倒 に よ りケ ガ の 恐 れ が あ ります。

・横 向 きや後 ろ 向 きで座 った り、 正 座 、 ガ ー ドを また い で い な い状 態 で座 らせ ない で くだ さい。

その状 態 で使 用 す る と、 足 、 胴 、 首 な どが 隙 間 には さ ま り、 ケ ガ また は死 亡 の 恐 れ が あ り ます 。

△ 注 意 … この表示 撫 視 して誤 った取扱いをすると、人が軽傷 および物的損害を負 う可ｔｌＥ性があります．

・本 製 品 の対 象 年 齢 は
、 お座 りで き る概 ね生 後 ７か月 （首 や腰 が し っか りと した状 態 ） か ら ３才 、

体 重 ３０ｋｇ以 下 で す。 保 護 者 の 監 督 も と必 ず保 護 者 が 付 き添 いで使 用 して くだ さ い。

・必 ず 身 体 保 持 機 構 （ガ ー ド又 は ベル ト） を装 備 して ご使 用 くだ さい。

・乗 り降 りの際 は保 護 者 の付 き添 い の も とで行 な って くだ さい。

・お子 様 の足 が床 に届 く まで は足 置 き板 を取 付 けて使 用 して くだ さい。

・乱 暴 な取 り扱 い や踏 み 台 に す るな ど、 い す 以外 の用 途 に は使 わ ない で くだ さい 。

・お子 様 を のせ た ま ま商 品本 体 を持 ち上 げた り、 移 動 させ な い で くだ さい。

・テ ー ブル 回転 や固 定 は、 お子 様 の手 指 な ど を挟 む こ とが ない よ う、 お 子様 が触 れ た 状 態 で 行 わ ない で くだ さ い。

・テ ー ブル 及 び手 す り （フ レー ム） か ら身 体 を乗 り出 させ ない で くだ さい。

・床 に傾 斜 や段 差 が あ る （水 平 ・平 坦 で な い） 場 所 、 野 外 で の ご使 用 は避 けて くだ さい 。

・お子 様 が足 置 き板 を踏 み 台 に して チ ェ ア に乗 り降 りす る場 合 は、 バ ラ ンス を崩 す と危 険 で す の で 、

保 護 者 が付 き添 って くだ さい 。

・外 か ら力 をか け る と転 倒 の危 険性 が あ り ます
。 特 に お子 様 が乗 って い る場 合 は 注 意 して くだ さ い。

また お子 様 が乗 って い ない場 合 を含 み、 他 の 幼 児 が 外 か ら手 をか けた り、 よ じ登 っ た り しな い よ うに

注 意 して くだ さい。

・ご使 用 の前 に
、 必 ず 足 置 き板 が 固定 され て い る事 を確 認 くだ さい。

・ご使 用 の前 に
、 ボル トの ゆ るみ や、 木 部 の ひ び 割 れ、 ガ タ ッ キ等 の異 常 が ない か 必 ず 確 認 して くだ さい 。

・製 品 を保 護 して い る ビニ ール 袋 や梱 包 材 な どは、 お子 様 が触 れ ない よ う に確 実 に廃 棄 ・処 理 して くだ さ い。

・組 み 立 て部 品 （ボル ト ・ナ ッ トな ど） をお子 様 が誤 飲 しな い よ う ご注 意 くだ さい 。

・製 品 及 び付 属 品 を廃 棄 す る場 合 は、 各 自治 体 の指 導 に従 って処 理 して くだ さい。

・フ ｏ 一 リン グ や畳 な ど傷 っ きや す い床 面 で ご使 用 時 は、 床 面 の キズ ・破 損 防 止 の た め、

必 ず カ ー ペ ッ ト等 の敷 物 を敷 い て ご使 用 くだ さい 。

・お子 様 １人 用 です 。 ２人 以 上 乗 せ な い で くだ さい。

・本 体 の ス テ ッカ ー は、 剥 が さな い で くだ さい。

ｚ

・組 み 立 て は、 必 ず 保 護 者 が行 って くだ さい。

・水 平 な場 所 に や わ らか い布 等 を敷 い て行 って くだ さい。 商 品 や床 が キ ズ っ く恐 れ が あ ります 。

・組 み 立 て時 に部 品 を手 や足 の上 に落 と した り、 部 品 の転 倒 な どで ケ ガ を しない よ う ご注意 くだ さい。

・組 み 立 て部 品 （ボ ル ト ・ナ ッ ト等 ） の鋭 利 な部 分 で ケ ガ を しな い よ う ご注 意 くだ さい。

藩 鵬 轡 ／ ＼’畿７鰯 ㌻ ，
・丸 ナ ッ トは ＋溝 が 見 え る よ うに は めて くだ さ い

。

・プ ラス ドライ バ ー （お客様 に て ご用 意 くだ さ い） で

丸 ナ ッ トの 向 き調 節 に使 用 す る と、 簡 単 に組 み立 て られ ます 。

・ボ ル トの 締 め は じめ

まっす ぐ入 る こ と を確 認 して か ら、 六 角 レン チ を使 用 して くだ さい。

ボ ル トが 丸 ナ ッ トに は ま らな い 時 は、 一 度 ボル トをゆ るめ、

△ 再 びボ ル トを ナ ッ トの穴 に対 し ま っす ぐに入 れ て、

手 で ゆ っ く り と締 め な お して下 さい。

△ 鯉 に六 角 レンチ で綱 る とボ・レトまた １まナ 。 トが破 損 し ます．
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忌遍
ド ラ イ バ ー

チ ェア本 体 １台

１． チ ェ ア 本 体 を開 き ます 。

後 足 と座 板 を引 っ張 りな が ら開 き ます。

３． テ ー ブ ル を回 転 させ 固 定 し ます 。

テ ー ブル を後 ろか ら前 へ 回転 させ 、 股 ベル トで

固 定 し ます 。

足 置 き板 １枚

ノ
、ノ

４． 足 置 き板 を取 り付 けて完 成 で す。

足 置 き板 を溝 に差 込 み 、 組 立 ボ ル ト ・丸 ナ ッ ト

で足 置 き板 を取 り付 け ます 。

しっか り締 めて 完 成 です 。

上 か ら １段 目 ： ７ ヵ月 頃

２段 目 ： １才 ６か 月 頃

な し ３才 頃

足置き

麟
組 立 ボ ル ト ・丸 ナ ッ ト

２セ ット

六 角 レンチ １本

２． 座 板 を ｏ ッ ク し ま す 。

座 板 の ｏ ックが カ チ ッ と音 が す る ま で座 板 を

押 し ます 。

×

側面

△ 注意
ベル トが座板 と横木

に挟 まっていない事

を確認 して ください。

へ 、
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確実 に固定 しない と

．ノ
はず れて事故 の恐 れ

があ ります。

意注△

 

財
↓

ベ ル トが取 り付 けに くい場 合

取 り付 け に くい場 合 は、 下 図 の矢 印 の方 向 に ベル トを

軽 く引 っ張 って、 少 し伸 ば して か ら取 り付 け て くだ さい 。

※ ベル トは指 はさみ防止

のため、やや きっ めに

取 り付 けられてい ます。

丸 ナ ッ ト

六 角 レンチ

一ｅ－Ｊ

商品名 ア ー チ 木 製 ０ 一 チ ェ ア 川

寸 法 約 幅 ３８ × 奥 行 き ４５ × 高 さ ４７ｃｍ

構 造 部 材 主 材 ：天 然木 （ゴム の木 ） テ ー ブル 天 板 ／前脚 合板 こぼ れ 止 め ：ラタ ン

塗 装 ウ レタ ン樹 脂 塗 装

生 産 国 ’ イ ン ドネ シ ア

製 造 元 ’ 株 式 会 社 大 和 屋
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